
主催：岩手県環境保全連絡協議会  共催：岩手県 

2026年6月9日(火) 

サプライチェーン連携による 
省エネ・脱炭素経営の推進

岩手県環境保全連絡協議会 総会講演会 [2026年度第１回中央研修会]

岩手県からの情報提供 岩手県の脱炭素応援施策について 
(いわて脱炭素化経営企業等認定、各種補助など) 
企業向け水生生物調査体験会について

（予定）

【講演１】国の施策動向　 
「事業者向け省エネ支援策概要について 

～カーボンニュートラルに向けたサプライチェーン連携による省エネ活動の促進～」  
　　講師：佐々木 周氏（東北経済産業局 資源エネルギー環境部 エネルギー対策課)  
【講演２】東北での展開事例　 
「サプライチェーン連携における環境負荷低減について」 
　　講師：佐藤 修司氏（キヤノンプレシジョン株式会社 人事施設部　環境管理課） 
　　　　　澤田 一志氏（キヤノンプレシジョン株式会社 調達部　調達第1課 ）

（仮）

15:00～17:00 　[総会14：00～] 

アートホテル盛岡 　 
(盛岡市大通3丁目3−18  TEL 019-625-2131)



主催：岩手県環境保全連絡協議会     共催：岩手県 (予定)

　

岩手県環境保全連絡協議会 事務局 
　020-0877　盛岡市下ノ橋町7-36 
　　TEL   019-681-1404 
　　FAX  019-681-1401 
　　E-mail kanporen.i@gmail.com 

研修会・懇親会へのご参加のお申し
込みは、左のQRコードからどうぞ

次第令和８年度第１回中央研修会
15:00(予定) 開会 主催者あいさつ 　

15:00-15:40 講演
「事業者向け省エネ支援策概要について～
カーボンニュートラルに向けたサプライチ
ェーン連携による省エネ活動の促進～」

佐々木 周氏（東北経済産業局資源エ
ネルギー環境部エネルギー対策課)

15:45-16:35 事例
発表

「サプライチェーン連携における環境負荷低
減について」

佐藤 修司氏（キヤノンプレシジョン
株式会社 人事施設部　環境管理課） 
澤田 一志氏（同　調達部　調達第1
課）

16:35-17:00 情報
提供

岩手県の脱炭素応援施策について(いわて
脱炭素化経営企業等認定、各種補助など)

岩手県　環境生活部　環境生活企画室

企業向け水生生物調査体験会について 岩手県　環境生活部　環境保全課

全国で広がるサプライチェーン	
による連携

佐藤 修司氏　　　　　　　　　　　澤田 一志氏

キヤノンプレシジョン株式会社での連携による支援事例に学ぶ

＜国の支援①（検討中）＞

○意識醸成・チームアップに向けた取組みをサポート

令和７年度補正の強化② サプライチェーン連携による省エネ

⚫ 欧州を中心とした脱炭素要請等を背景に、サプライヤーとの脱炭素に向けた連携強化に向けた動きが加速しつつあ
る。

⚫ 中小企業が行える脱炭素の取組は、①太陽光発電の導入か、②省エネが中心であり、今後、例えば、下流の大企業
が上流の中小企業に知見等を共有するなど、サプライチェーン連携による具体的な省エネ対策の実施が期待される。

フェーズ1：意識醸成
（サミットの開催等）

フェーズ３：改善の実行
（省エネ・非化石転換設備更新・運用改善等）

フェーズ２：チームアップ
(取組み計画の作成等)

親会社

A社
B社

C社

省エネ・脱炭素の重要性を、
サプライヤー全体で認識共有。
脱炭素に向けた意識を醸成。

少数グループによる勉強会等を開催し、
それぞれの取組計画を作成するなど、
具体的なアクションに向けて準備

＜サプライチェーンにおける省エネ連携イメージ＞

計画等に従って、
設備更新・運用改善を実現

＜国の支援②（補正予算で措置）＞
○それぞれが作成した省エネ計画に基づく設備更新を支援

9

「ウチはムリ」 乾いた雑巾は
絞れない,,,

＜国の支援①（検討中）＞

○意識醸成・チームアップに向けた取組みをサポート

令和７年度補正の強化② サプライチェーン連携による省エネ

⚫ 欧州を中心とした脱炭素要請等を背景に、サプライヤーとの脱炭素に向けた連携強化に向けた動きが加速しつつあ
る。

⚫ 中小企業が行える脱炭素の取組は、①太陽光発電の導入か、②省エネが中心であり、今後、例えば、下流の大企業
が上流の中小企業に知見等を共有するなど、サプライチェーン連携による具体的な省エネ対策の実施が期待される。

フェーズ1：意識醸成
（サミットの開催等）

フェーズ３：改善の実行
（省エネ・非化石転換設備更新・運用改善等）

フェーズ２：チームアップ
(取組み計画の作成等)

親会社

A社
B社

C社

省エネ・脱炭素の重要性を、
サプライヤー全体で認識共有。
脱炭素に向けた意識を醸成。

少数グループによる勉強会等を開催し、
それぞれの取組計画を作成するなど、
具体的なアクションに向けて準備

＜サプライチェーンにおける省エネ連携イメージ＞

計画等に従って、
設備更新・運用改善を実現

＜国の支援②（補正予算で措置）＞
○それぞれが作成した省エネ計画に基づく設備更新を支援

9

＜国の支援①（検討中）＞

○意識醸成・チームアップに向けた取組みをサポート

令和７年度補正の強化② サプライチェーン連携による省エネ

⚫ 欧州を中心とした脱炭素要請等を背景に、サプライヤーとの脱炭素に向けた連携強化に向けた動きが加速しつつあ
る。

⚫ 中小企業が行える脱炭素の取組は、①太陽光発電の導入か、②省エネが中心であり、今後、例えば、下流の大企業
が上流の中小企業に知見等を共有するなど、サプライチェーン連携による具体的な省エネ対策の実施が期待される。

フェーズ1：意識醸成
（サミットの開催等）

フェーズ３：改善の実行
（省エネ・非化石転換設備更新・運用改善等）

フェーズ２：チームアップ
(取組み計画の作成等)

親会社

A社
B社

C社

省エネ・脱炭素の重要性を、
サプライヤー全体で認識共有。
脱炭素に向けた意識を醸成。

少数グループによる勉強会等を開催し、
それぞれの取組計画を作成するなど、
具体的なアクションに向けて準備

＜サプライチェーンにおける省エネ連携イメージ＞

計画等に従って、
設備更新・運用改善を実現

＜国の支援②（補正予算で措置）＞
○それぞれが作成した省エネ計画に基づく設備更新を支援

9

＜国の支援①（検討中）＞

○意識醸成・チームアップに向けた取組みをサポート

令和７年度補正の強化② サプライチェーン連携による省エネ

⚫ 欧州を中心とした脱炭素要請等を背景に、サプライヤーとの脱炭素に向けた連携強化に向けた動きが加速しつつあ
る。

⚫ 中小企業が行える脱炭素の取組は、①太陽光発電の導入か、②省エネが中心であり、今後、例えば、下流の大企業
が上流の中小企業に知見等を共有するなど、サプライチェーン連携による具体的な省エネ対策の実施が期待される。

フェーズ1：意識醸成
（サミットの開催等）

フェーズ３：改善の実行
（省エネ・非化石転換設備更新・運用改善等）

フェーズ２：チームアップ
(取組み計画の作成等)

親会社

A社
B社

C社

省エネ・脱炭素の重要性を、
サプライヤー全体で認識共有。
脱炭素に向けた意識を醸成。

少数グループによる勉強会等を開催し、
それぞれの取組計画を作成するなど、
具体的なアクションに向けて準備

＜サプライチェーンにおける省エネ連携イメージ＞

計画等に従って、
設備更新・運用改善を実現

＜国の支援②（補正予算で措置）＞
○それぞれが作成した省エネ計画に基づく設備更新を支援

9

発見が生まれる 
体験が伝わる
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